
2018年９月22日(土)   

“できる研修医”と 

    “できない研修医”の差 
 

従来の医学教育では、正しい診断

名をつけることに焦点があたってき

たと言わざるを得ません。 
 

ところが臨床の現場では、正しい 

診断名をつけることが目的ではな

く、目の前にいる患者のアウトカム

を少しでもよくすることが重要です。 
 

このことは、臨床医の誰もが肌で

感じていることと思います。 
 

目の前にいる患者のアウトカムをよ

くするにはどうしたらよいか？という

視点に立ち、自らで考え、判断し、

そして行動することの基本を系統立

てて集中的に学べるようセミナーを

企画しました。 
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誰も教えてくれなかった診断学 

第10回 
診断推論 
セミナー 

23日(日) 

 場所   緑風苑(福島県郡山市熱海町) 

 対象   医学部生、研修医（定員３０名） 

参加費   6,000円 ※学生は4,000円 

日時 

[受付12：30] 

９月２３日（日） 
12:30~13:00 受 付 

13:00~13:30 「アイスブレイク」  

13:30~15:00 「聴いて診て鑑別診断を考える診断推論カンファ」  

名古屋第二赤十字病院  野口 善令 先生 

15:15~16:45 「鑑別診断を絞り込む」  

名古屋第二赤十字病院  野口 善令 先生 

17:00~18:30 「SQで疾患ゲシュタルトをつかむ」  

名古屋第二赤十字病院  野口 善令 先生 

19:00~ 夕食・温泉 

21:00~ 「夜の勉強会」  

08:30~10:00 「複雑症例をほどく」  

名古屋第二赤十字病院   野口 善令 先生 

10:15~11:45 「診断情報を使いこなす」  

名古屋第二赤十字病院   野口 善令 先生 

11:45~12:45 ランチョンセミナー  

12:45~14:15 「研修医症例カンファランス」  

14:15~ 「クロージング」  

医療人育成・支援センター 大谷 晃司 先生 

募集締切 

 ９/10 
（月） 

メイン講師 
  名古屋第二赤十字病院 

   野口 善令 先生 

９月２２日（土）  13 
（木） 



2018年9月22～23日（土・日）（受付 12:30） 

緑風苑（福島県郡山市熱海町） 

 参加申込先 

０２４－５４７－１７１５ ｃｍ－ｅｎｔｒｙ＠ｆｍｕ．ａｃ．ｊｐ 

下部のお申し込み票に必要事項をご記入の

上、上記FAX番号まで送信してください。 

下部お申し込み票に記載されている必要事項

をメールにて、上記アドレスまたはこちら→ 

から送信してください。 

 お申し込み票  ＦＡＸもしくはＥｰmailで ９月 １３日（木）までにお申し込みください。 

 アクセス 

交通機関 

 

■ 磐梯熱海駅より・・・・・・・徒歩１５分 

                 タクシー５分 

■ 磐梯熱海 Ｉ．Ｃより・・・・・約４㎞ 

■ 郡山駅より・・・・・・・・・・・約１６㎞ 

                 バス約４５分 

                 （熱海温泉行き） 

 

氏名 （フリガナ）                            〔性別〕  男 ・ 女  

所属  

卒業年次または学年   年度卒業   または      年生 

住所・電話番号 
〒 

TEL 

メールアドレス  

以前、このセミナーに参加したことはありますか？ ある           ない 

参加動機 
 

今後受けたい講義・講師  

どのようにして本企画を知りましたか？ 

（ホームページ、チラシ など） 

 

宿泊（どちらかに○をおつけ下さい） 宿泊あり        宿泊なし 


